
氏 名    石田 寅夫  （いしだ とらお）   

研 究 分 野 所属学会等の名称 
 薬学（生薬・鍼灸） 日本薬学会 

担当授業科目名  病理学Ⅰ、病理学Ⅱ、薬理学、生化学、生物学、東洋医学特論 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 
事   項 年 概   要 

１ 教育の実践例、教育に関する評価等 
  授業の工夫 

  

1998～現在 

 

パワーポイントを用いて視覚にうったえ、毎回講義した内容に

関する問題を作って、宿題を課し、復習の機会を与えるととも

に、その一部を小テストとして次の授業で行い、学習度を確認 

２ 作成した教科書，教材，指導書等 
ノーベル賞の生化学入門・免疫のしくみ 
ノーベル賞の生化学入門・遺伝子工学の衝

撃 

ノーベル賞の生化学入門・構造生物学の発

展 

その他 4篇 

 

2010 

2010 

 

2010 

 

 

単著、講談社 (pp1-198) 

単著、講談社 (pp1-191)  

 

単著、講談社 (pp1-148) 

３ 教育実践に関係がある実務経験・委員・ 
講師等 

  

            職務上の実績（学術団体や社会等における活動）に関する事項 

事   項 年 概   要 
１ 資格，免許，特許，受賞等 
(免許) 第一種放射線取扱主任者免許 

    その他 4件 

(特許) 4395633号  

その他 2件 

(受賞) 東京都発明研究功労者 

文部科学大臣表彰科学技術賞 

第 11回日本代替・相補・伝統医療連

合会議・第 7 回日本医療学会合同大

会大会長賞 

その他 6件 

 

1970 

 

2009 

 

1997 

2007 

2007 

 

授与権者：科学技術庁長官 

 

授与権者：特許庁長官 

 

授与権者：東京都知事 

授与権者：文部科学大臣 

授与権者：第 11 回日本代替・相補・伝統医療連合会議・第 7

回日本医療学会合同大会大会長 

２  学術・社会活動上の・委員・講師・実務

経験等 
研究開発委員会委員 

プロジェクト研究小委員会委員 

理事 

その他 6件 

 

 

1986～1988 

1990～1998 

2010～現在 

 

 

日本学術振興会蛋白質工学 

ヒューマンサイエンス振興財団 

SUZUKA産官学交流会 

             研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書名，報告書名等 単・共 
著の別 

発行年 発行所等の名称 著者名・ページ数等 

（著書） 

1. 生化学辞典（今堀和友・山川民夫監） 

 

共著 

 

2007 

 

東京化学同人 

               

石田寅夫, ノーベル賞受賞者全

項目監修, 同 3項目執筆 

（報告書等） 

1. 文部科学省私立大学学術研究高度化推進事業

(2005-2009)報告書 

2. 文部科学省私立大学学術研究高度化推進事業

(2000-2004)報告書 

 

単著 

 

単著 

 

 

2010 

 

2005 

 

鈴鹿医療科学大学 

 

鈴鹿医療科学大学 

 

 

石田寅夫

 

, pp1-798 

石田寅夫, pp1-1337 



学術論文 

学会発表等の題名 

発表者名 発表誌名・巻・ページ・発表年等 

学会名・発表年・開催都市名等 

（学術論文） 

1. The effect of the major components of Fructus Cnidii on 
osteoblasts in vitoro 

2. Effect of corosolic acid on dietary 
hypercholesterolemia and hepatic steatosis in KK-Ay 

diabetic mice. 

3. Possible involvement of histamine, dopamine and 
noradrenaline in the periaqueductal gray in 

electroacupuncture pain relief.  

その他 138篇 

 

W. Zhang, D. Ma, Q. Zhao,

他 1名(4番目) 

S. Takagi, T. Miura, E. 

Ishihara, 他 2名 (4番目) 

 

T. Murotani, T. Ishizuka, 

H. Nakazawa, 

 

他5名 (7番目) 

 

J. Acpunct. Meridian. stud., 

vol.3, pp32-37 ,2010 

Biomedical Research, vol.31, 

pp213-218,2010 

 

Brain Research, vol.3, 

pp32-37 ,2010 

 

 

（学会発表等） 

1. Effect of acupuncture on injury. 
 

 

2. Effects of Active Extractions from Chinese Medicines on 
the Proliferation of Neural Stem Cells Cultured in Vitro 

and Related Mechanisms of Proliferation. 

3. 体外で骨髄幹細胞を人工多能幹（iPS）細胞に再プログラミ

ングする薬剤の探索. 

その他国際学会 35件 

その他米国・中国・韓国・日本国内学会 157件 

 

T. Ishida

 

, W. Zhang, A. 

Takeda, 他 4名 

T. Ishida

 

, X. Wang, L. Chai, 

他 7名 

石田寅夫

 

, 王秀雲, 張密絹, 

他 1名 

Hong Kong International 

Acupuncture Conference 2011, 

Hong Kong 

6th

 

 Symposium on Acupuncture and 

Meridian Studies, 2010, Busan. 

日本薬学会 130回年会、2010年、

岡山 

（その他）   

 


